

























 　静岡県および三河地区にある高校野球部員 77 名（3 年生 7 名、2 年生 37 名、1 年生 33 名）を対象とした。







 　上記の測定項目を 14 ブースに分けた。1 ブースの測定時間は 6 分とし、14 ブースを回るようにした。測
定の説明等を含め、全体の計測時間は約 120 分になるようにした。タイムスケジュールは、20 分間（会場
設営）10 分間（測定の説明）、10 分間（ウォーミングアップ）、測定（90 分）、10 分間（振り返り）である。
4. データ解析
 　腰痛の有無および屈曲型・伸展型により、2 群間の比較と対応のない t 検定を用いた。
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名（77 名中）であった（表 1）。そのうち、体幹屈曲および伸展時いずれも痛くないと回答したものは 2 名、体幹屈




169.6cm、腰痛あり173.0cm、体重は腰痛なし 64.1kg、腰痛あり 68.3kg、最大臀部周径は腰痛なし 91.3cm、腰
痛あり93.6cmであり有意な差が認められた。BMI、体脂肪量、大腿周径には差が認められなかった。
　柔軟性については、股関節内旋（右）のみ有意な差が認められ、腰痛なし 45.7 度、腰痛あり51.3 度であった。
股関節内旋（左）は腰痛なし 42.9 度、腰痛あり47.8 度でありp ＝ 0.059 と有意な差は認められなかった。その他
の FFD、殿踵間距離、肩関節屈曲可動域、股関節外旋可動域、SLR 角度にも有意な差は認められなかった。
　筋力については、握力および背筋力ともに 2 群間に有意な差は認められなかった。パフォーマンスについても、
投球速度、打球速度、30m 走において 2 群間に差は認められなかった。
表 1　腰痛の有無と基礎情報
人数（名） 身長（cm） 体重（kg） BMI
腰痛なし 61 169.6 ± 6.1 64.1 ± 7.1 22.2 ± 1.7
腰痛あり 16 173.0 ± 4.5 68.3 ± 6.3 22.9 ± 2.3
4 考察
　高校野球選手 77 名中、入学してから練習を休んだり練習メニューを変更する必要のあった腰痛を経験したのは
16 名（20.8％）であった。そのうち体幹を屈曲することで腰痛を生じる屈曲型は 6 名、体幹を伸展することで腰痛
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